
はじめに

　身長 2m16cmで食にこだわりをもち、3500人の弟子をもっていて、思いやりが
深く、正しいと思ったらどんどん実行する。そんな人が紀元前 500年（というこ
とはキリストが誕生する 500年前）の中国にいた。その名は孔丘。秩序と愛を重
んじるその人の思想は、当時の弱肉強食の世界には異彩を放っていた。
　孔子（「子」とは尊称）の言葉は論語におさめられており、たとえば、子曰朝聞
道夕死可矣 （子曰く、朝に道を聞かば、夕べに死すとも可なり）と書かれている。
朝に自己の真相を知ることができればその日の夕時に死んでもいい、という意
味だから、過激な思想家といっていい。
　そのパッションで愛を説くのだから、時の政府から見れば危険人物だったに
違いない。過激派非武装集団といったところだ。そのためか、孔子は一時はその
人望をかわれて国務大臣のような要職に就くが長くは持たなかった。さっさと
弟子たちと職を辞して流浪の旅に出てしまう。おそらく純粋な孔子にとって役
職は向かなかったのだろう。
　孔子は弟子たちと自由に語り、道を説くことができるようになった。それが儒
教として東アジアでは受け継がれて、その教えは生活のなかで知らずに、現在も
息づいている。
　孔子の言葉を書くことで 2500年前の人の思いを味わってみよう。はじめに関
連する字の字源、そして論語の筆写とその訳とコメントが書いてある。孔子が、
朝に聞くことができたらその日の夕方に死んでもいいと思ったほどのものは何
かということに、思いを馳せてみよう。
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【礼】神前に捧げ物をお供えする

がんえん

顔淵仁を問う

子曰く己に
か

克ちて

礼に帰るを仁と為す　

訳：顔淵が仁とはなんですか？と尋ねた。すると、孔子は、我見を使う前に、自分の今のあり
ようをよく見ることだよ。すでに、そこに礼があるではないか。そのことに帰ることが仁だ
よ。と、言った。
　礼（禮）というと何か決まった作法のように思われるかもしれないが、ここにあるよう
に、人の本来の性でありその動きである。そこには自他も分け隔てるものが無いので、仁
（愛）がある。二人が一つになって仁。だから、礼にかなっているはず。礼とは本来の性(仁)
がそのまま行いになっているさまである。武士が礼を重んじた理由の一つに、身を守る際に
本来の性に身を守る術を見出していたからである。(204)
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【恭】お供え物を両手でうやうやしく捧げる心

恭にして礼なければ

即ち、労す。勇にして

礼なければ則ち乱る。

訳：尊敬していても礼が無ければくたびれ損になる。勇猛でも礼が無ければ場を乱すだけ。

　逆に、礼儀さえかなっていれば尊敬しなくとも、慎重でなくとも、勇気がなくともいいか、というとそうで
はない、と孔子は言だろう。むしろ心を大事にした人だ。しかし、心だけあってもそれを表す行い（礼）がで
きてはじめて統一された心身ができるということになる。心身一如。
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【知】矢を添えて神に祈る　または、知っていることをずばり矢のように言葉にする

之を知るは之を知ると

為し、知らざるは知ら

ざると為す。是知る也。

訳：「知らない」ということを知っているなら、立派な知ではないか。
　知らないことは知らないと言おう、というお説教であるが、もう少し深読みしてみよう。
自分の今の様子で答えられるか、それとも思考に答えさせられるか、大きな分かれ道になる
ということだ。前者は考えなくともそのままが答えであり、後者は思考して答えを出すこと
になる。　
　曲がっている木を真っ直ぐに見れる人はいるか？と問われて、一休さんは「はい。曲がっ
ています。」と、答えた力は前者のほうである。自分の目の前の木はちゃんと曲がっている、
それを真っ直ぐに見て答えただけだ。それがわかったら今度は、思考に使われること無く、
思考を使って答えを出せるようにもなる。これは第3の答え方ともいえるだろう。第 3の答
え方は第 2の答え方に似て非なるものである。(168)
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【如】私心をなくして神に祈る様子

之を如何せん

之を如何せんと

いわざる者には、吾

之を如何ともするなし

訳：質問しない人にはどうにもしてやれないね。
　質問力は重要であるのにみすごされている。人は質問によって自分を曝けだすことを怖
れ、わかったような顔をしてその場をやりすごす。訊けばわかることなのに何年もそれで遠
回りしてしまうこともある。質問によって人生も集団も大きく変えることができる。(169)
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【命】神からのメッセージをうやうやしく頂く人のさま

吾十五にして學に志す

三十にして立つ

四十にして惑わず

五十にして天命を知る

訳：十五歳で學を志し、三十歳で自立して、四十歳で惑うことがなくなり、五十歳で自分の天命を知った。

　天命というと天から与えられた使命なのだが、そう聞くと、天命を与えた天と与えられた自分がいるよう
に思ってしまう。しかし実際は自分が自分に与えたやりたい事。だったら、すでに自分はやりたい事をやっ
ている、という人もいるだろうけれども、自分の本当にやりたい事というのは素直な心にならないとわから
ない。孔子も五十歳で天命を知る前に、四十歳で惑わず、つまり余計な想いがすーっと無くしていった。天命
はわかると同時に自分で決めいてる、そのような自然の気付きのうちにある。(25)
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【耳】耳のカタチ

六十にして耳順う

七十にして心の欲する

所に従いて
のり

矩をこえず

訳：六十歳で、耳が音をそのまま聴くように、心もそのままになった。七十歳になると、自分
のしたいようにすることがそのまま宇宙の法則に叶っていて、調和をもたらしていること
がわかったよ。(25)

　「耳順う」というのが面白い。「馬鹿」と言われたらちゃんとそのように聴こる。耳は、この
野郎とは思わない。そんな簡単な所に気がついたという六十歳。実は心だって、ちゃんと聞
いているのに、いろいろ学んだことが邪魔をして頭の中で問題を制作している。その証拠に
バカ呼ばわりされても赤ちゃんはなんとも想わない。
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【楽】楽器のカタチ

之を知る者は

之を好む者に如かず

之を好む者は

之を楽しむ者に如かず

訳：その仕事のコツを知っていても好きでそれをしている人にはかなわない。好きでそれ
をしている人はそれを楽しんでいる人にはかなわない。(214)

　好きなことを選んでいる人は強いが、与えられたものを好きになれる人はもっとも強い。
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【興】四つの手で力を同じくして物を持ち上げること

子曰く　詩に興り

礼に立ち　楽に成る

訳：まず言葉によって知識を得て、体現し、そうして在り方を完成させる。

　人はカラダ、アタマ、ココロからなっている。それぞれ、行い方、考え方、在り方というスタ
イルをもっている。行い方は行動（礼）になって現れる。考え方（知）は言葉によって現れ
る。本来の在り方は感情（仁）になって現れる。さて、まず言葉によって自分自身を理解す
る（詩に興り）。そして従来持っている考え方を離れて、学んだことを行動にうつす（礼に
立ち）。そうして、いよいよ在り方が完成されていく。在り方が完成されていると、生きてい
ることが楽であり楽しめるようになる（楽に成る）。道を楽しむのである。(36)
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【己】私心をなくして神に祈る様子

子曰く、君子は諸を

己に求め、小人は諸を

人に求む。

訳：君子は諸々を自分に求めるが、小人は人に求める。

　悪口を言われたとき、誰かの失敗で自分が責められた時、交通事故になったとき、人は誰
かのせいでこうなった、と思うけれども、その諸々の情報が自分に入ってきて、そこから自
分と他人という隔てをつくって、他人のせいにする。ところが、ここのところをよくみると、
情報がはいってきたときは問題がなかったのが、その情報を高速で、頭の中で構築された人
間関係によって整理しているうちに誰かのせいになる。君子はそこを見逃さない。全部、自
分のところで起きていることだから、自分で処理できる。つまりは自分とか他人とかという
ことを分けないところで情報をそのまんまにしておける。他人のせいにしていてはいつま
でも境遇は治らない。(174)
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【道】首が晒されている辻。皆が歩くところでありながら、気づかない大事さ。

吾が道は一もって之を

貫く。

訳：わたしの道は、一をもって貫かれている。

　孔子のみならず、釈迦もキリストもホームレスも、どの人にも貫かれている一つの道があ
る。それは、こうしてい生きているということ。生きるということにおいて、その一々の事実
があることに変わりはない。雨がふれば、雨にうたれる。風が吹けば風にあたりる。ただし、
その在り方が考え方を、考え方が行い方をつくるということにおいて、その事実の取り扱い
が異なり、千差万別の内容になる。もし、千差万別の本になっている生きている事実に学ぶ
ならば、「一をもって貫かれ」る生活になるのではないだろうか。それを「道」と称した。難し
いことではない。一を続けると一々の様子となって、一をもって貫くことができる。
　孔子の弟子の曾子はこの一をもって貫かれている道を「忠恕だ」と門人に述べている。こ
こにおいて儒教という教えがはじまったのかもしれない。なぜなら、この一言で、道という
在り方から考え方に変えてしまったからである。道は教え（知識）ではない。(195)

11



【思】脳と心。

学びて思わざれば則ち

くらし。思いて学ばざ

れば則ちあやうし。

訳：学んで考えないなら知恵として開かれていない。考えているばかりで学ばなければあ
やうい。

　思考に使われてしまうと気の毒な結果になってしまう。悩むのはいいが、悩みに責めさい
なまれているのは、自分の思考で自分を追い詰めているだけなので結果的に損だ。その証拠
に、考えなければ悩まない。思考に使われるのではなくて、思考を使える人になったら、はじ
めて大人とよべるのだろう。思考を使える人になるには、学ぶ必要がある。知識を得ること
も大事である。その知識とは「道は知識ではない」ということを教える知識である。(91)
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【習】鳥が羽を繰り返し羽ばたかせて飛ぶことを覚える

學びて時に之を習う

また

亦
よろこ

悦ばしからずや

訳：学んで、習慣になるまでつねに実践する。すると喜びをかんじることだろう。

　ドラッカーは意外なことに成功の秘訣として習慣をあげている。こうすれば結果を出せると信じてそれ
を努力し続けるには精神力が必要だが、ときに人は挫折をあじわう。精神力を維持するのは難しい。ところ
が習慣化してしまうと、挫折せずに継続できるようになるというのである。「成果をあげる人に共通してい
るのは、自らの能力や存在を成果に結びつける上で、必要とされている習慣的な力である。」
　すると、才能よりもコツコツと毎日習慣的に積み上げていくほうが成果が出るということになる。成果が
出始めると楽しくなるのでさらに習慣が維持される。習慣が維持されればついには目標を達成する。(51)
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【死】白骨と跪く人

いまだ生を知らずんば

いずくんぞ死を

知らんや。

訳：生きていることも知らないのに、どうして死後のことがわかるんだい？

　死後のことはおろか 1分先のこともわからない。人は思考力があるから、未来や過去があ
るように思えるので、過去に学び未来に備えることもできる。その一方で、過去を悔やみ、未
来の取り越し苦労もする。
　生きているのは現在である。そしてはっきりしているのも現在である。しかし、（過去や
未来に目が向いてばかりいて）この現在から目をそむけているのではっきりしない。この
現在が本当にわかれば、過去や未来も十分対応する力をもつようになる。このことが孔子を
して「朝に道を聞かば夕べに死すとも可なり」言わしめた。学ぶことは、実は今であり、今と
いうことのなかに過去も未来もある。未来のことを考えていてもそれは今の出来事である。
実は、古今の聖者は、今に目を向けて、死後のことも決着をつけたのである。(121)
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【為】像を飼いならす。　人為。

古の学ぶ者は己の為に

し、今の学ぶ者は人の

為にす。

訳：昔の学ぶ人は自分の為にしたけれど、今の学ぶ人は他人の為にしてるね。(166)

　学校で学ぶのはなんのためだろうか。卒業するため。卒業して就職するため。就職して安
定した収入を得て家族をもつため。家族をもつのは自分の人生を幸せにするため。そうだと
すると自分の為に学んでいることになる。しかし、孔子の言いたいのはそういうこではない
その「幸せ」が曲者なのだ。なぜ将来そうなったら幸せだとおもうのだろうか。ひょっとした
ら親が先生が社会がそう言っているからではないだろうか。他人からみて幸せと判断され
るような人生を思い描いて学んでいるのではないだろうか。だとしたら、人の為に学んでい
ることになる。昔の人は自分にとって何が幸せかをはっきりさせて学んだのだろう。
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【仁】人と人の間に通い合う親しみ。

子曰く、仁遠からんや

我仁を欲すれば

すなわち仁至る。

訳：仁というのは至るに難しい徳だろうか。わたしなら、ほらすぐそれ(仁)だよ。
　孔子は偉い人だということで、孔子の言っている道とか仁とかが、手が届かない難しい境
地だと思うかもしれない。しかし、そうではないよ、と孔子は言うのだ。欲すればたちまちそ
うなるよ。これは孔子だけではない、皆だれでもがそうなのだ。こうして生きていることそ
のものが、道ではないか、そして仁ではないか、というのである。この在りようは誰でももっ
ているけれども、それを見出せていないので、もっていてもそれを捨ててどこか他を探そう
とする。なぜなら、人は道や仁についての勝手なイメージをもってしまっているから。孔子
はあまりキーワードの定義をしなかった理由もそこにあるだろう。イメージを通してでは
なく、そのものを生きることによって、自らに備わった仁を味わうことができる。すなわち
仁至る。仁のほうから来たっている。(211)
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